
　

平
成
27
年
第
２
回
臨
時
議
会
を
５
月
11
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
４
月
26
日
に
執
行
さ
れ
た
、
市
議
会
議
員
選

挙
で
当
選
し
た
議
員
に
よ
る
初
め
て
の
議
会
で
す
。
臨

時
議
会
で
は
、
議
席
の
指
定
、
正
副
議
長
選
挙
の
ほ
か
、

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
の

議
会
人
事
や
、
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
、
平
成
26
年

度
補
正
予
算（
第
９
号
）の
専
決
処
分
、
ま
た
特
別
用
途

地
区
建
築
条
例
の
一
部
改
正
等
の
議
案
を
審
議
し
、
そ

れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
議
会
人
事
を
行

い
ま
し
た
。

・
議
長
選
挙

　

中
田
清
介
議
員
・・・
21
票

　

無
効
票
・・・・・・・・・
２
票

・
副
議
長
選
挙

　

松
葉
晴
彦
議
員
・・・
21
票

　

無
効
票
・・・・・・・・・
２
票

〈
そ
の
他
〉

・
常
任
委
員
の
選
任
、
正

　

副
委
員
長
の
互
選
の
報

　

告
・
議
会
運
営
委
員
の
選
任
、

　

正
副
委
員
長
の
互
選
の

　

報
告

・
飛
驒
農
業
共
済
事
務
組

　

合
議
会
議
員
の
選
挙

・
古
川
国
府
給
食
セ
ン
タ

　

ー
利
用
組
合
議
会
議
員

　

の
選
挙

・
広
報
広
聴
委
員
の
選
任
、

　

正
副
委
員
長
の
互
選
の

　

報
告

〈
議
第
63
号
〉

　

高
山
市
税
条
例
等
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
の

　

専
決
処
分
に
つ
い
て

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

の
特
例
控
除
額
の
引
き
上

げ
（
個
人
住
民
税
所
得
割

額
の
２
割
に
）
や
確
定
申

告
が
不
要
な
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
の
創
設
、
ま

た
燃
費
基
準
を
満
た
し
た

新
車
の
軽
自
動
車
税
の
特

例
措
置
の
新
設
（
平
成
28

年
度
の
み
）
に
つ
い
て
、

３
月
31
日
付
け
で
専
決
処

分
を
行
っ
た
も
の
で
、
全

員
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

お
け
る
控
除
額
の
上
限
が

２
割
に
な
っ
た
理
由
と
件

数
の
見
込
み
は
。

答
引
上
げ
理
由
は
地
方
創

生
に
効
果
が
大
き
い
と
国

が
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

具
体
的
な
見
込
み
は
な
い

が
、
昨
年
４
月
の
寄
付
件

数
10
件
に
対
し
、
今
年
４

月
は
４
４
６
件
の
寄
付
が

あ
り
大
幅
増
加
し
て
い
る
。

問
軽
自
動
車
の
燃
費
基
準

を
満
た
さ
な
い
車
両
の
税

に
つ
い
て
は
重
課
税
率
が

適
用
さ
れ
増
税
と
な
る
が

対
象
車
両
数
は
。

答
車
検
証
の
登
録
情
報
が

国
等
か
ら
示
さ
れ
て
い
な

い
た
め
現
状
で
は
把
握
し

て
い
な
い
。

問
燃
費
基
準
を
満
た
さ
な

い
軽
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
方
へ
の
支
援
は
。

答
軽
自
動
車
の
性
能
が
向

上
し
た
こ
と
に
よ
り
普
通

自
動
車
の
税
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た

た
め
法
改
正
が
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
新
た
な
支

援
は
考
え
て
い
な
い
。

〈
議
第
64
号
〉

　

平
成
26
年
度
高
山
市
一

　

般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

９
号
）
の
専
決
処
分
に

　

つ
い
て

　

特
別
交
付
税
等
の
確
定

に
伴
い
２
億
５
，
２
６
９
万

円
を
追
加
す
る
こ
と
に
つ

い
て
３
月
31
日
付
で
専
決

処
分
を
行
っ
た
も
の
で
、

全
員
一
致
で
承
認
し
ま
し

た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
額
は
２
億
５
，
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成

26
年
度
末
に
お
け
る
財
政

調
整
基
金
の
総
額
は
。

答
２
２
８
億
円
で
あ
る

問
基
金
は
、
条
例
で
定
め

る
目
的
を
果
た
す
た
め
に

積
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

財
政
調
整
基
金
の
利
用
目

的
は
災
害
時
等
や
地
方
債

の
繰
り
上
げ
償
還
、
財
源

の
不
足
を
生
じ
た
時
に
限

定
さ
れ
る
。
基
金
総
額
の

約
半
分
が
財
政
調
整
基
金

と
な
っ
て
い
る
が
、
基
金

の
適
正
額
に
対
す
る
考
え

方
は
。

答
財
政
調
整
基
金
は
一
般

財
源
で
あ
り
、
事
業
実
施

後
に
剰
余
金
が
発
生
す
れ

ば
将
来
に
備
え
基
金
に
積

み
立
て
る
。
上
限
額
は
設

定
し
て
い
な
い
。

問
当
初
予
算
で
約
12
億
円

を
財
政
調
整
基
金
か
ら
取

り
崩
す
予
定
で
い
た
が
、

特
別
交
付
税
の
確
定
に
よ

り
取
り
崩
し
が
な
く
な
っ

た
。
市
民
が
求
め
る
政
策

に
財
政
調
整
基
金
を
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
財
政
調
整
基
金
は
積
立

て
が
目
的
で
は
な
く
市
民

に
還
元
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
必

要
な
事
業
は
、
平
成
27
年

度
予
算
に
反
映
し
て
い
る
。

今
後
、
第
八
次
総
合
計
画

の
実
施
計
画
に
あ
た
っ
て

活
用
し
て
い
く
。

〈
議
第
65
号
〉

　

高
山
市
特
別
用
途
地
区

　

建
築
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

建
築
基
準
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
条
文
整
備
を

行
な
う
た
め
改
正
す
る
も

の
で
、
特
段
の
質
疑
も
な

く
全
員
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

〈
議
第
66
号
〉

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ

　

い
て
（
議
選
）

　

倉く
ら
た田  

博ひ
ろ
し之 

議
員

　
　

全
員
一
致
で
同
意
し

　

ま
し
た
。

平
成
２７
年

５５
月
臨
時
会
の
報
告

月
臨
時
会
の
報
告
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